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資料４



調査先

• 大阪府泉大津市（戸籍事務の回答支援）
• 愛知県豊橋市（ケアプラン作成支援）
• 東京都港区（AI-OCR他）
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１－１ 泉大津市への調査概要
（戸籍業務の回答支援）

●ヒアリング調査の概要
・調査日：平成30年10月1日
・担当 ：市民課
・参加者：後藤委員、清水委員、

剱持研究員、早坂

●大阪府泉大津市の概要
・面積：１４．３１㎢
・人口：７．４９万人（2018年4月1日）
・都市類型：一般市
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戸籍業務
〇職員のノウハウの低下
・業務に精通した職員の大量退職
・短い異動サイクル

〇多様化・複雑化する業務
・複雑な精度
・紙ベースによる調べもの
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学習データ①
• 戸籍関連辞書データ

戸籍全文データ

戸籍法、施行規則条文データ
生涯身分関係先例判例
同義語データ

• 富士ゼロックスサポートデスクF＆Qデータ

行政職員を対象としたコールセンタを運営
そこで蓄積した回答事例を分析に活用

• 市で利用しているF＆Qデータ
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出典：大阪市

学習データ②



検索画面①
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出典：大阪市



回答画面①
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出典：大阪市



検索画面②文章で検索も可能
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出典：大阪市



回答画面②書籍データも格納
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出典：大阪市



２－１豊橋市への調査概要
（ケアプラン作成支援）

●ヒアリング調査の概要
・調査日：平成30年10月9日
・担当課：長寿介護課
・参加者：大杉座長、黒石研究員、早坂

●愛知県豊橋市の概要
・面積：２６１．８６㎢
・人口：３７．３万人（2018年4月1日）
・都市類型：中核市
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実証実験の概要
• 概要；豊橋市が8年間にわたり蓄積した約10万件の
介護保険データをAIに学習させAIが提案するケアプ
ランを現場のケアマネージャーが活用する

• 実施期間：
平成29年11月6日～平成30年2月2日

• 参加ケアマネ数：３３名
プラン作成数：188件
ケアプラン実施対象者：71名
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サービスフロー概要
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出典：豊橋市



AIに学習させるデータ
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出典：豊橋市



AIの学習方法
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出典：豊橋市

改善が見られたケアプランを〇そうでないものを×として機械学習



申請書の書式
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出典：豊橋市



実際のAIの入力画面
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出典：豊橋市



実際のAIの出力画面
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出典：豊橋市



使用者の感想（豊橋市が実施したアンケート結果より）

＜ポジティブ＞
• 先入観が除去された。
• いつもと違うパターンの提案が出来た
• 感情に左右されない客観的なプランが提供できた

＜ネガディブ＞
• サービス選択の理由を家族にするのが難しかった
• 現状よりもサービスを増やす傾向が強い
• 業務時間は増大した
• なぜそのプランを導出したのか理由がわからない
• AIに依存する事への不安がある
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３－１港区への調査概要
（AIーOCR他）
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●ヒアリング調査の概要
・調査日：平成30年10月23日
・担当課：総務部情報政策課
・参加者：清水委員、中山研究員、早坂

●東京都港区の概要
・面積：２０．３７㎢（境界未確定あり）
・人口：２５．５万人（2018年4月1日）
・都市類型：特別区



港区の取組み
• 平成30年度を「港区AI元年」として、AIやRPA
等の先進的なICT活用を目指す

＜具体例＞
・AIによる議事録自動作成支援ツールの導入
・RPAの本格導入
・多言語AIチャットによる外国人向け情報発信
・区公式HPのAI翻訳実証実験
・保育園入園のAIマッチング実証実験
・手書き申請書等へのAIーOCR導入

Copyright 2016 The Authors. Copyright 2016 Japan Municipal Research Center All Rights Reserved. 22



AI－OCRについて

• 手書きで記載される文字を読み取り、テキス
トデータとして変換する技術に「光学的文字
認識（OCR）」がある

• 人工知能（AI）を活用した最新技術の「AI－
OCR」は、文字認識の技術と機械学習により
一般のOCRと比べて高い認識精度

＜参考＞港区で導入するシステムのAIーOCRの認識率は導入
時９割。但し対象により精度はまちまち：数字、住所、氏名・・・
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導入する事業
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出典：港区ホームページ

区のコミュニティーバスの無料乗車券の申請業
務において、利用者から受け付けた申請書のシ
ステムへの入力にAIーOCRを導入する

AI-OCRで読み取ったデータはRPAで自動処理する
AI-OCRとRPAの活用により、年間900時間程度の業務量削減が見込める



その他

• 個人の特定のみを行う
⇒一致したものについてのチェックは不要

・プライバシーポリシーによりクラウドのシステ
ム使用は困難で費用が高額に
・他業務への導入も検討中（保育など）
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